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健康成人15名を対象に，音韻弁別課題を用いて 2つの課題条件下 （課題 1:清音中の濁音をカウント，課題 2:子音中
の母音をカウントする oddball課題）における事象関連電位 (ERP)およびパターン認知に関連した視覚性 NAを導出
した．そして刺激難易度か異なる両課題について，短期記憶における刺激弁別の処理過程の状態を把握するために， NAを
構成する下位成分を導出し，それらの成分の電位変動，頭皮上分布，刺激モダ リテイ特異性などを比較検討した．































tive response task (DRT)の非標的刺激に対する反
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80%）である．なお， SRT と DRT の反応時間







































P2 RT: 341 msec 
0 200 400 600 800 (msec) 
図 1 課題 1における SRTの ERP波形
左側導出 19歳 女 性 RT:反応時間
パターン認知関連電位 NA 87 
心 ・頭頂 ・側頭後 ・後頭部），Nlは側頭後部と後頭部
であ った．課題 2では p1は67-93%, N 1は50-80





msec, N 1は165-190msec, P 2は270-280msec, 













に引き続いてN2, P 3が導出され， これらは後頭部
で振幅が高く 明瞭であ った．NlとN2は導出部位に




















付随する陽性電位として， p1 （波形の立ち上がり ），
P 2, P 3 (ERPのp3に相当）が出現した．図3に
代表例を示す．20歳女性の課題 1,右側導出での NA
波形で，N4は認められないが， 他の下位成分は全導









p 3は70~93％であり ，課題 2では p1か77~100%， p4 
Nlは60-90%,P 2は77-100%,N 2は57-73%,
p 3は70~90％であ った．各電位は後頭部にいくほど
高率であ った． NlとN2の二峰性は両課題 ともに低
率であ った．優位出現部位は両課題と も，P1, P 2, 
p 3は全導出部，Nlは中心部を除く 頭頂部か ら後頭
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図 3 課題 1における NA波形
右側埒出 20歳 女 性
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0 200 400 600 800 (msec) 
図4 課題 2における NA波形
右側導出 19歳男性







課題 1 p 1 87-93 中心～後頭部 （全導出部）
Nl 40-60 なし
P2 73-80 中心～後頭部（全導出部）
N2 77~97 中心～後頭部 （全導出部）
N3 70-83 中心～後頭部 （全導出部）
N4 23-47 なし
p 3 77-90 中心～後頭部 （全導出部）
課題 2 p 1 67-90 頭頂～後頭部
Nl 50-67 なし
P2 73-83 中心～後頭部（全導出部）




中心～後頭部 （中心・ 頭頂 ・側頭後・後頭部）
頭頂～後頭部 （側頭後部を含む）
表 2 NA成分の平均潜時 ．‘_.,_. 
（単位 ．msec)
p 1 Nl P2 N 2 N3 N4 p 3 
課題 1
85~ 120- 155~ 200- 290~ 375~ 400~ 
100 140 170 215 300 390 430 
90~ 130~ 165~ 210~ 295~ 370- 415~ 
課題 2




Pl-N2 Pl-N3 P2-N2 P2-N3 
課題 1 4.4-5.8 3.4-6.2 3.2-4 7 2 0-6.3 















































頭部であり ，総体的に は後方優位であった．丹羽 ら9)は
頭皮上分布から p1が最も一次視覚野と関連が深く ，
Nl付近は一次視覚野，視覚連合野，側頭連合野に広
が り， p2では頭頂部を 中心に広範に分布すること を
指摘している． ERPの出現率は両課題とも高率に出現
しているが，課題 1の方がやや高く， p 1とNlの潜
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